
春採川河川総合流域
防災事業について

令和５年10月

北海道釧路総合振興局
釧路建設管理部

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
春採川河川整備工事について釧路建設管理部事業課の工藤です。日頃より北海道の河川事業についてご理解・ご協力をいただいておりますことに、この場をお借りして感謝を申し上げたいと思います。 着席して、ご説明させていただきます。（それでは説明いたします。）



事業の年次計画

年度
H10～H30 Ｒ1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

工種

導流堤

護岸

潮止堰

防潮水門

春採橋

湖岸堤

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（事業スケジュール）　まず初めに事業スケジュールから説明させていただきます。　春採川河川整備事業は、平成10年度より事業を開始しております。平成29年度までに潮止堰・防潮水門・道道春採橋の架替を行い、平成30年からは護岸の整備を進めております。　令和５年度は、湖岸堤及び本川の転落防止柵（一部）を整備する予定です。詳細については、後ほど説明いたします。　また、令和6年度は今年度施工できなかった湖岸堤及び転落防止柵を施工し、事業完了となります。



春採橋

春採湖

転落防止柵

R５以降施工予定箇所

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、今年度施工箇所の写真です。本線左岸側の転落防止柵（L=32.0m）を施工します。



春採湖

湖岸堤

R５以降施工予定箇所

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、春採湖に湖岸堤（L=92.0m）を施工します。



計画図面
凡例

令和４年度まで

令和５年度

令和６年度

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、整備状況を示した図面です。令和４年度までに施工した箇所を黄色で着色しています。今年度は赤色で着色された箇所を施工します。また、来年度（R6年度）は緑色で着色された箇所を施工します。



IP1

IP2

IP3

IP4
IP5

IP6

IP7

IP9

IP10
IP11

IP12

IP13

IP14

IP15

IP16

IP17
IP18

IP19
EP=200.00

河76

河77

河78
河79

河80

河81

河1

BMNO.1

H=1.47

基準点鋲上(T5)

IP8

φ
30
0

122-13

ベンチ

カラーブロック

ベンチベンチゴミ箱

ゴミ箱

カラーブロック

カラーブロック
ゴミ箱

ベンチ

122-10

122-3

85-1

87

85-4 85-2

85-3

84-1

84-2 83-4

83-6

83-3

83-5

126-2

126

-3

139-5

柏
木
6線

春 採 湖

φ
30
0

展望デッキ

本体ブロック

131-2

T5

1.83

2.20

(駐)

住

住

住

住

釧 路 市 柏 木

φ450

住

住

住

住

花壇

花壇

ひふな幼稚園

東 屋

河
川
用
地

河
川
用
地

観察小屋

観
察
小
屋

物

16 .
42

23.63

46
. 8
1

66.
16

83
.7
1

9
9.
80

107.67

(0.00)

(10.00)

(20.00)

( 30.00)

(4 0.00)

(
5
3
.
1
9)

12
.8
5

1
9.3
9

5.29

27.73

32.20

3
5.
61

43
. 8
9

4 5
.7
6

55.
4 6

5
6.9
4

7
5.
64

9
7.0
0

1
02
.6
2

90
.6
2

1
20
.1
2

12
6.
12

(1 95 . 00 )

( 2 00 .0 0 )

(180.00)

1:200

工事名

釧 路

会社名

縮尺

作成年月日

図面名

図面番号

株式会社 北海道技術コンサルタント

春採川 河川総合流域防災工事

平 面 図

令 和

建 設管 理部

25 月年

16葉の内1

平 面 図
S=1:200

仮設設計委託(補正明許)

YBP=0.00

YEP=130.52

湖岸堤法線

湖岸堤必要区間 L=154.18m

土堤区間 L=23.66m 矢板区間 L=130.50m
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土堤法線曲線表
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－

19.39
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IP IA SP Dis X Y

BP 0.00 -114385.900 11709.141

IP1 58°30′42″ 10.00 10.00 -114382.216 11699.844

IP2 7°36′20″ 30.00 20.00 -114362.512 11696.415

IP3 88°14′33″ 58.12 28.12 -114334.415 11695.303

IP4 89°20′05″ 64.15 6.03 -114333.992 11701.316

IP5 44°35′09″ 70.67 6.52 -114327.483 11700.934

IP6 45°53′12″ 76.80 6.13 -114323.380 11696.386

IP7 45°45′00″ 85.58 8.78 -114323.967 11687.621

IP8 45°14′12″ 88.25 2.67 -114322.183 11685.634

IP9 39°20′29″ 96.53 8.28 -114313.912 11685.223

IP10 39°10′51″ 98.95 2.42 -114311.963 11686.665

IP11 46°44′05″ 108.64 9.69 -114302.280 11686.211

IP12 46°17′01″ 110.77 2.13 -114300.895 11684.594

IP13 50°37′19″ 129.40 18.63 -114282.293 11683.575

IP14 40°02′25″ 146.79 17.39 -114270.541 11696.394

IP15 90°04′27″ 152.12 5.33 -114270.311 11701.719

IP16 90°39′56″ 157.72 5.60 -114264.714 11701.470

IP17 90°09′27″ 167.64 9.92 -114265.270 11691.565

IP18 29°51′28″ 178.58 10.94 -114254.348 11690.982

IP19 29°28′55″ 184.53 5.95 -114249.350 11687.747

EP 200.00 15.47 -114233.906 11686.821
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＊湖岸堤区間外で背後地盤高が1.85mに満たない箇所は、

木材ブロックの復旧時に、計画築堤高EL＝1.85mを確保する。

＊土堤箇所は、盛土前にすき取りを行い、盛土後にまき戻す。

＊矢板と既設護岸の間は、事前にすき取りを行い、盛土後にまき戻す。

事業者名

施工延長 L=92.19m
矢板護岸工 N=155枚

SP=38.33

(SP=90.97)

計画図面（湖岸堤案）

凡例

令和６年度以降予定（鋼矢板）

令和５年度予定

令和６年度以降予定（笠コン等）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、湖岸堤の施工を示した図面です。今年度は赤色で着色した箇所において鋼矢板を施工する予定です。また、来年度（R6年度）は青色で着色した残りの鋼矢板を施工し、緑色で着色している箇所について笠コンクリート及び土砂埋め戻しを行い、事業完了となります。
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